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要 旨   
目的： 
飲酒は乳がんの確立した危険因子である。この関連はホルモンに大きく影響されると考

えられており、アルコールはホルモン感受性の乳がんとより強く関連する可能性がある。

しかし乳がんのサブタイプ別に飲酒との関連を調べた研究はほとんどない。 
方法： 

Women's Health Initiative Observational Study 前向きコホートの 87,724 人の女性を

1993-1998 年から観察し、自己申告飲酒量と閉経後乳がんリスクとの関連を分析した。多

変量調整 Cox 回帰モデルにてハザード比(HR)と 95%信頼区間(CI)を算出した。 
結果： 

2005 年 9 月までの追跡期間中、2,944 人で浸潤性乳がんが診断された。多変量解析にお

いて、飲酒は、浸潤性乳がん全体、浸潤性小葉癌、ホルモン受容体陽性癌のリスク上昇と

の関連を認めた（全て傾向性 P<0.022）。しかし、飲酒はあるタイプの浸潤性乳がんとより

強い関連を認めた。週 7 杯以上の飲酒者は非飲酒者に比べ、ホルモン受容体陽性の浸潤小

葉癌のリスクを 2 倍近くにした（HR 1.82, 95%CI: 1.18, 2.81）が、ホルモン受容体陽性の

浸潤性乳管癌のリスク上昇は認めなかった（HR 1.14, 95%CI: 0.87, 1.50）。非飲酒者と現在

飲酒者のホルモン受容体陽性の浸潤性小葉癌の発症率はそれぞれ 10000 人年対 5.2 と 8.5、
ホルモン受容体陽性の浸潤性乳管癌の発症率はそれぞれ 15.2 と 17.9 であった。 
結論： 
アルコールはホルモン非感受性の乳がんサブタイプよりホルモン感受性乳がんとより強

く関連することが示唆され、それぞれのサブタイプにおける発症機序が異なると考えられ

た。 

 




